
  

 

応用生命化学研究センター

 平成２２年３月１５日（月）１３：１５より、農学部ＢＷ１０６講議室にて、応用生命化学研究センター主催の第１回公開シンポジウム「ケミカ

ルバイオロジーと生化学の融合」を開催しました。 

  早川農学部長および川浪研究センター代表の挨拶の後に、京都大学大学院農学研究科三芳秀人教授をお迎えし、「生物有機化学の

視点から呼吸鎖酵素（複合体-I）を探る」と題した基調講演を実施しました。その後、応用生命化学研究センターメンバーである５名の農

学部教員が研究紹介を行い、最後は田島副学長からご挨拶をいただきました。学部生、大学院生を含む約６０名の参加者があり、質疑

も活発で３０分超過するほど盛会のうちに終了することができました。 
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